
 1 

平成２６年度 第１回落合第一地区協議会の概要 

 

日  時 平成２６年４月１日（火）午後７時００分～９時００分 

場  所 落合第一地域センター３階 第一集会室 

出 席 者 委   員：３１名 

特別出張所：４名（所長、副所長、主査、ｺﾐｭﾆﾃｨ推進員） 

協議内容 １．事務局挨拶 

２．議事 

 １）会則・進め方・補助金の説明 

 ２）司会者の選出 

 ３）各委員自己紹介 

 ４）役員の選出 

 ５）役員挨拶 

 ６）部会活動の継続について 

 ７）新たな課題についての意見 

 ８）地区協議会連絡会委員の推薦について 

 ９）部会メンバーの決定 

 10）各部長、副部長、書記及び第１回会議の日程決定 

 11）その他 

   ・保険加入について 

   ・みどり・環境部会平成２６年度事業計画・予算（ゴーヤ講習会）について 

配布資料 ①落合第一地区協議会の進め方について 

②地区協議会の予算について 

③落合第一地区協議会会則 

④平成２６年度地区協議会まちづくり活動計画書（審査会用）・事業番号１ 

⑤聖母坂通りの無電柱化事業の説明会について 

⑥「聖母坂通り」が歩きやすくなります 

⑦広報誌「新宿区の地区協議会」Vol.６ 

 

１．事務局挨拶 

 皆さん、こんばんは。只今から平成２６年度第１回地区協議会全体会を開催します。まず始めに、配布し

てあります資料の確認をしていただきたい。「聖母坂通りの無電柱化事業の説明会について」と『「聖母坂

通り」が歩きやすくなります』は区の道路課から配っていただきたいということで配布した。説明会は４月２４

日（木）午後６時３０分から落合第一地域センター３階の落合保健センター講堂で行う。この説明会の案内

は、他の地域住民の方には来週週末に各戸ポストに配布するという連絡を受けている。それから、「新宿区

の地区協議会」という新宿区で年に１回発行しいているタブロイド版だが、今回の表紙は榎地区で、落一地

区は２ページ目の左下に載っている。地区協フェスタでの各部会の活動報告を記載してある。 

 それでは、事務局のメンバー紹介をする。（所長、副所長、主査、ｺﾐｭﾆﾃｨ推進員） 
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２．議事 

１）会則・進め方・補助金の説明 

 会則別表１には各種団体２３団体が記載されており、この各団体から１名推薦をいただいた方が推薦委

員だ。それとは別に公募委員がいらっしゃり、現在、推薦委員が１８名、公募委員が１９名の３７名である。 

 落合第一地区協議会の進め方については会則第８条の通りだ。この後、役員の選出を行う予定だが、全

体会と役員会で構成されている。全体会は原則第一火曜日の午後７時から落合第一地域センターで開催

することになっているが、５月と１月は第一火曜日が休日になることもあるので第二火曜日に開催する。会

議の進行は副代表が行うことになっている。 

 地区協議会の平成２６年度の補助金は限度額１８０万円だ。この１８０万円につきましては各部会で２６年

度の事業計画を出していただき、それを行うための予算を申請する。４月、５月で事業、予算を決めていた

だいて、できれば５月中に申請をしたいと思っている。よろしくお願いいたします。 

 ２５年度の補助金会計決算報告をさせていただく。３月３１日に会計監査を受け、無事に終わった。補助

金が 1,730,090 円、その他の収入が 121,570 円、このその他の収入というのはフェスタの売上金とゴーヤの

料理教室の参加費だ。よって、収入の合計額は 1,851,660 円、支出については 1,349,527 円、差額が

502,133 円だ。この残額は２６年度に繰り越しは出来ないので区の方に返す。新たに１８０万円を限度額とし

て２６年度の補助金を受け取ることになる。決算書の詳細は次回の全体会で報告する。 

  

２）司会者の選出 

役員が選出されるまでの間、司会をどなたかにお願いしたい。やっていただける方がいらっしゃいました

ら挙手をお願いする。 

・挙手なし 

・主査 

いらっしゃらないようなので所長が司会をするということで良いか。 

・委員の同意あり。司会者は所長とする。 

 

３）各委員自己紹介 

・司会 

 役員の方が選出されるまで司会をさせていただく。よろしくお願いいたします。 それではまず、委員の方

の自己紹介をお願いします。 

・委員一人ずつ自己紹介をする。 

 

４）役員の選出 

・代表１名の選出、決定 

・副代表若干名の選出、決定 

 副代表１名は決定したが、その他数名は後程決定。 

・会計２名の選出、決定 

・会計監査２名の選出、決定 

   

５）役員挨拶（代表） 

 皆さん、どうもありがとうございました。第４期はかなり副代表がいたのだが、今回はなかなか決まらない。

副代表が一人ではしょうがないので、皆さんの中で少なくとも２名くらいは出していただきたい。この中にも
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立ち上げから地区協を支えてきている方もいらっしゃるし、今回初めて入る方もいらっしゃる。安全安心なま

ちづくり、まちのいろいろな諸問題を解決しようということで地区協というのを立ち上げてきているわけなの

だが、先程からも話が出ているように、聖母坂の無電柱化は地区協の最初の大きな仕事だ。長い間かかっ

たがやっと実行される。これが一番大きな成果ではないかと思う。これから各部会でもやっていくことがたく

さんあると思う。４期目のときにちょっと考えていたのだが、推薦団体の皆さんもいらっしゃるし、まちづくり

は地区協だけでは難しいので、５期目は町会や育成会等様々な団体と一緒になってコラボレーションしな

がらやっていきたいと思っている。ひとつその辺はよろしくお願いいたします。 

 

６）部会活動の継続について 

・司会 

 部会について簡単に紹介していただく。このような活動をしているということをまず知っていただきたい。従

来の部会の部員の方から２６年度に入っても継続をしたいという意見が非常に多くて、４つの部会が残ると

いうことはかなり確実のことになりそうだ。新たにこれらとは違う部会をつくりたいという意見も当然あるかと

思うが、これについては後程伺う。それではまず、従来の部会から活動の進め方等をお話いただいて、なる

べく新しい方に入っていただけるような宣伝をしていただければと思う。 

◇安全・安心部会（前副部長） 

 まず最初は、自転車問題を採り上げ、無灯火防止キャンペーンというのを年４、５回で通算３０回行ってい

る。これは継続的にずっとやっている。自転車問題については駐輪場等を見学したりして知識を広めた。他

には、まち歩きをして地域の危険箇所等を点検して気が付いたところを新宿区に要望して改善してもらうと

か、安全安心マップという地域のマップを作製したりした。また、小学校の自転車教室のお手伝い、防災施

設の見学、地区協フェスタを毎年１回開催しているのだが、そこでは防災用品の展示等の活動をしてきた。 

◇ふるさと落合部会（前部長） 

 新宿区の文化財関係を様々広報したり継承したりということを歴史博物館がかなりの部分を担当している

のだが、その活動の中で林芙美子記念館、佐伯祐三アトリエ記念館、中村彝アトリエ記念館、この三つの

歴博の活動の要が落合にある。新宿を各地区細かく拝見してもやはり三つの文化財が一つの地域にある

ということは正直、落合だけだ。新宿の良さ、魅力、そして風化しないような過去の継承ということ、そういう

ことにふるさと落合部会は関わってきた。それから、郵便局からの依頼もありまして、この地域の資料や珍

しい写真等を下落合四郵便局と落合郵便局に展示をさせていただいている。新宿区染色協議会さんからも

地区協議会との連携をということで、地場産業、染めの内容等を今後また広範に発信していくということも

私どもの仕事ではないかなと思っている。 

◇みどり・環境部会（前部長） 

 みどり・環境部会は地区協の中では新しい部会で２期４年活動している。この名前の通り、この地域の緑

と環境を守る、すごくテーマとしては大きいのだが、それを具体的にどういう方法でやっていくかということを

この４年間考えてきた。具体的なものとしては、3.11 の後に電力の消費をなるべく抑えようとか日本中でそ

のような話になり、どういうような方向で夏の暑さとかそういうものを考えていこうかという時に、ちょうど新宿

区の方もゴーヤのカーテンを作ってみどりのカーテンプロジェクトをやり始めたので、我々もそれにならって、

この地域でもそのようなことができないかということでゴーヤの苗を配り、みどりのカーテンを推進するプロ

ジェクトを立ち上げた。それで何年かやってきてやっと軌道に乗ってきたところだ。本年度もそれを続けるた

めに部長を続けようかと思っている。もう一つは、地域ねこ問題についていろいろ検討をはじめまして、これ

も地区協としてどのように関わるかということを検討した。地域でボランティアで地域ねこ問題に取り組んで

いる方と連携をとって、その手助けをしたり、広報をするという方向でまず始めた。今年の３月に相談会を
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我々の主催で開催したところ、初めての試みだったので参加人数はそんなには集まらなかったのだが、一

人ひとりが自分のところでどんな問題がおこっているのかを丁寧に説明して下さった。結局、猫と人間の問

題でありながら、例えば、老人問題だとかそういうことに結びついていく。地域の環境問題なのだが、人と人

とがどのような繋がりをもっていくかということに収斂していくのではないかという感覚を持っている。ですか

ら、一応、緑、環境ということがテーマなのだが、それを中心にして地域の様々な団体の方と連携をとって

地域の人と人との繋がりをうまくつないでいければ良いかなという気持ちでいる。 

◇広報（前部長） 

 広報誌「みどりの風」を年３回発行している。内容は各部会の活動報告だ。その他に掲示板等でご覧にな

っているかと思うが、各部会のお知らせをかわら版という形で出している。初め白い紙を使っていたのだが、

委員の皆さんにどうしても目立たないと言われ、勢いよく一番目立つ色に変えてみたら評判が良いのでもう

しばらくこれでいこうかなと思っているが、他の方が良いということがありましたら是非一緒にやりましょう。 

・司会 

 ４つの部会の紹介が終わった。今期につきましてもこれらの部会をやっていくということについて決めない

といけない。４つの部会まとめて賛否を採るということで良いか。今までやってきて実績があるので、継続を

認めるという方は挙手をお願いする。 

・多数（過半数）の挙手あり。 

＜決定事項＞ 

 安全・安心部会、ふるさと落合部会、みどり・環境部会、広報部会は継続とする。 

 

７）新たな課題についての意見 

・司会 

 新しく期が替わったということで、特別にこういったことをやりたいというご意見があればお聞かせいただき

たい。本日ないからといってそれで終わりではない。今後の部会あるいは全体会の中で気が付いたことに

ついてはお話していただいて、そこで採り上げるということもできる。今現在新しくご意見をお持ちの方がい

らっしゃればここでお話いただきたい。 

・意見なし 

  

８）地区協議会連絡会委員の推薦について 

・司会 

 地区協議会連絡会には従来、代表と副代表１名が出席していた。１０地区の地区協議会の連絡会という

ことで年に１、２回開かれているのだが、そこに出席するということで名前を届けてある。新しく期が替わっ

たので、名前の届け出をしなくてはならない。代表と私の名前で差し当たり出しておく。よろしければ拍手を

お願いする。 

・委員の拍手あり。 

 

９）部会メンバーの決定 

・司会 

 ４つの部会が決まった。皆さんそれぞれがどの部会に所属するか決めていただきたい。部会ごとにお集

まりいただき、部長、副部長、書記を決め、最初の部会の日程調整をしてほしい。 

△意見１ 

 副代表が一人だけで良いのなら今のままで進行しても良いと思うが、もし、そうでないのならば、各部会に
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分かれて部長等を決めてしまうと、なかなか副代表をまた選ぶのは難しくなると思う。先程名前の出た方か

らでも副代表をまず決めてから次の段階に移った方が良いのではないか。 

○意見１に対する返答（司会） 

 おっしゃる通りだ。それでは、先程お名前の出た方は隣のスペースに移っていただいて、少なくとも１名は

決めていただきたい。２名でも結構だ。 

・副代表若干名の選出、決定 

・各委員それぞれ所属する部会を決定する。 

 

１０）各部長、副部長、書記及び第１回会議の日程決定 

◇安全・安心部会 

 部長、副部長、書記決定  第１回会議：４月２２日（火） 

◇ふるさと落合部会 

 部長、副部長、書記決定  第１回会議：４月２１日（月） 

◇みどり・環境部会  

 部長、副部長、書記決定  第１回会議：４月９日（水） 

◇広報部会 

 部長、副部長、書記決定  第１回会議：４月１１日（金） 

 

１１）その他 

・保険加入について（事務局） 

 ２６年度も２５年度に引き続きましてコミュニティ保険に入る。これは地区協を含めた事業全般にかかる保

険だ。もし、事業の中で事故がありましたら、事務局から生涯学習コミュニティ課に報告をするので事務局

の方にお申し出ください。よろしくお願いします。 

・みどり・環境部会平成２６年度事業計画・予算（ゴーヤ講習会）について（みどり・環境部長） 

 新しい方はまだ分からないと思うのだが、前年度の末辺りからゴーヤの講習会について話が始まってい

る。なぜかというと、毎年部会でやってきたところ、ゴーヤの苗を配るタイミングを５月の中ごろまでにやって

しまわないとなかなか時期的に難しいということになりまして、年度が替わる前からそれをやってある程度、

予算案を決めて、ここで承認をいただいて、区の方に提出しないと間に合わない。先程事務局から話があり

ましたように４月、５月いっぱいで決めたのでは５月の中頃の開催にはとても間に合わないので、申し訳な

いのですがこれを本日承認いただきたい。よろしくお願いしますということで提案させていただく。内容につ

いては前年度の部会で話したものなのだが、前年度と変わっているのは、今まではゴーヤやアサガオの苗

を配って皆さんに育ててもらうことをやっていたのだが、本年度はもう一点、ゴーヤ用ネットを追加でお配り

しようということで予算が増えている。もちろん、みどり・環境部会の全体としては今後行う事業については

これから部会で話し合って提出するが、このゴーヤ講習会については本日承認いただいてすぐにでも区の

方に提出しないと間に合わないのでよろしくお願いします。 

△意見１ 

 先日発行になった区報か何かに載っていたのだが、ゴーヤの配布で新宿区がやっているのがありますよ

ね。落一地区が外されているが、せっかく予算が新宿区から出ているじゃないですか。そういったところでや

っているのに、地区協でその事業というか、もっと細かくという形になるのかもしれないが、やる必要がある

のかなと思う。せっかく各地区平等に出ているものをここでわざわざというと。あと一つは、この事業に関し

てちょっと経費が掛かり過ぎているのではないかなと思う。 



 6 

△意見２ 

 意見ということではないのだが、エコギャラリーに関わっているので。どうして落一地区が外れているかと

いうのは、落合は落一地区と落二地区で一年おきにというもともとの設定だったらしい。だから初めの年は

落一地区でやったときは落二地区では会場としてなかった。エコギャラリーとか役所の方では、自分たちが

一生懸命やってきたことが地域の人たちが受け継いでくれる、地域に根付いたという、これが落一が第一モ

デルになって次にだんだん広がっていけばいいなという位置づけでいる。ですからかなり人員的な応援はし

て下さっている。これからもこれをやると手を挙げる限り今の状況が続くということで、当番には落一地区は

入ってこないですよね。 

△意見３ 

 １０地区全部がそのような形で半分、隣同士で一年おきにやりましょうというのなら分かるが、落合だけが

落一地区と落二地区で交互にというのはちょっと。 

・事務局 

 環境清掃部が所管しているのか、もしくはみどり土木部が所管しているのかをこちらで確認いたしまして、

各地区の苗の配布のローテーションがどうなっているのか、またコンセプトがどうなっているのか、将来的な

ビジョンをどうもっているのかを調べまして、次回の協議会でご説明をさせていただく。 

■質問１ 

 要するに、区がやっていることを我々がやってはいけないということだろうか。 

●回答１ 

 いけないという意味ではない。せっかく区で予算を組んでくれるんだったら、その予算を使って違うことが

できるのではないかということだ。 

・みどり・環境部長 

 わかりました。ありがとうございます。ご意見として受け止めておく。 

■質問２ 

 活動計画書に参加予定人数が１００人で、ゴーヤの苗１００鉢、アサガオの苗１００鉢、一人２鉢ずつ配布 

ということで数は合っているのだが、昨年度の募集人員はかなり少なかったが今回は１００人を募集すると

いうことか。 

●回答２ 

 そうだ。 

■質問３ 

 それなら良いのだが、昨年度は苗の数と募集人員の数がかなり違っていたので会計として質問したのだ

が、本年度は数に違いはないということですね。 

●回答３ 

 はい。 

■質問４ 

 広報用チラシ作成ということで A4 色上質紙５００枚とあるが、この枚数で良いのか。チラシに関しては学

校には配布しないということか。 

●回答４ 

 A4 色上紙５００枚というのは、かわら版を想定していない。前回はかわら版だったが、今回、かわら版とい

う話になるかどうか分からない段階での予算計上で、一応５００枚くらいかなという計上をしている。よって、

かわら版になれば紙を広報部会の黄色い紙で２,５００枚を賄うというのならこれはなしになる。ということで、

かわら版にするかどうか決まる前の予算計上なので、５００枚１包みという計上をさせていただいた。 
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 この活動計画書の提出期限は４月３日だ。ですから、本日承認されてすぐに提出しないと４月中にはお金

が下りない。５月１１日に開催するためにはやはり４月の第１回の審査会でということで伺っている。 

・みどり・環境部長 

 前年度の場合は委員が継続していたために３月の全体会でだいたい決めて、４月の全体会で承認してい

ただき、すぐに提出した。本年度は委員が替わるということもあり、こちらの動きも遅くなってしまったのだが、

５月１１日に開催するということは前回の全体会で了承を得たつもりでいた。それを踏まえて、内容的には

昨年度より金額が増えているのでここで了承していただきたいということだ。 

△意見４ 

 金額が増える云々の問題ではなくて、先ほど私が意見を話したじゃないですか。でも、今年度は落一地区

ではやらないということで区の方が調整してしまっているわけだから、別に今回がどうだということではない。

ただ今言っているのは育成用のネットを購入して予算を増やしても良いかということだけですよね。今後は

やはりそういうことも踏まえて考えて企画を立てていただければと思う。ただ、役所の方でやる形であれば

落一地区も入れておいてほしい。１０地区でやるのであれば１０地区。それは役所の方にお願いしたい。落

一地区と落二地区で交替でやっているという話もあったが、その辺のところも踏まえて。地域でやってそれ

から根付いた話とはまた違うかなと思う。予算を使うわけだから。役所で予算がでるものをわざわざ地域が

お金を出してやる話とはちょっと違うのかなと思う。 

△意見５ 

 先程、説明があったから皆分かったのであって、それがなければ分からないですよね。そういうことをもう

少し明確にする必要が区の方にはもちろんあると思うし、知っている人が知っていれば良いというものでも

ない。やはり、皆が継続している会なら良いが、地区協議会という会そのものが継続していても代表、副代

表、皆新しく選ばれて、なお且つ、今回初めて入ってきている人もいる中で、いきなりこういうものを出してき

て、ここで承認しろというようなやり方はちょっと乱暴だなと私は思う。区の方の締め切りが４月３日というの

もちょっと考えにくいですよね。もう少し日にちがあれば臨時全体会なりなんなり開いて、一度はやはり形付

けないと。 

■質問５ 

 事業の目的だが、なぜ、みどりのカーテンだけなのか。他にもあるのではないか。 

●回答５ 

 事業の目的は、今回のゴーヤ講習会の目的がみどりのカーテンを作ろうということだ。みどり・環境部会

がやることは他にもあって、それはまた別に考えて予算をもらう。ここにある事業の目的は、５月１１日に開

催を予定している事業に対する目的だ。それとも、カーテンを増やすこと自体もっと別に目的があるのでは

ないかということか。もちろんカーテンのやり方はいろいろあるが、その一つの方法としてこういうものがあ

る。もちろんできるところでしかできないが、大きく言えば、地球温暖化対策の一つとしてこういう方法がある

ということを皆さんに知ってもらうというのが一つの目的だ。もしそれができないところであれば、また別の方

法を考えなくてはいけないし、それは個々によって違いますよね。例えば、私が先程話した地域ねこ問題に

しても、周りにねこの問題がない人は全く関心がない。それと同じで自分の家の窓が北向きで日照が全然

なくて逆にたくさんほしいという人にはゴーヤのカーテンは必要ない。必要としている人に対して必要とする

ものを皆で考えようよということだ。 

・司会 

 いろいろご意見がありましたが、従来やっていることでもあり、これ自体に反対する方はいらっしゃらない

と思うので、みどり・環境部会で決めた案でやらせていただきたいと思う。 

・多数（過半数）の拍手あり。 
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＜決定事項＞ 

 平成２６年度地区協議会まちづくり活動計画書・事業番号１は承認された。 

 

・司会 

 全体会は毎月第一火曜日に開催しているが、昨年度は夏に一回休会した。夏休みということではないの

だが、皆さんに合意いただいて８月は実施しなかった。今回以降そういった形で８月をお休みにするのか、

あるいはもっと増やすのか、その辺をまた協議いただきたい。４月の部会等でその辺についても話し合って

いただいて５月の全体会で意見を出していただきたい。今後のやり方について決めていきたいのでよろしく

お願いいたします。 

■質問１ 

 全体会の開催日が第一火曜日というのはいつ決まったのか。 

●回答１ 

 前からだ。 

△意見１ 

 今回決め直す必要はないのかなと思って。 

○意見１に対する返答 

 それをやりだすと、すぐには決まらないんですよ。基本的には従来から全体会は第一火曜日だよというこ

とでやってきたので、できれば変えたくない。 

＜決定事項＞ 

５月は第一火曜日が振替休日のため、全体会は１３日（火）１９時から行う。 


